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は京当？
いうものがあるのかも知れない。一方、リスニングでは選

択肢Dが最も多く、その割合は今回統計を取った中では最

も大きかった（26.5%）。また、リスニングの選択肢 Aは最

も割合が少ない（23.4%）。 ICU入試のリスニングの各選択

肢はりーディングや人文・社会科学と比較すると、選択肢

が短く、また内容がシンプノレで、あるため、出題者としては

選択肢 A を解答とすることにためらいを感じ、選択肢 D

の解答を増やすことで、問題の難度を上げたいという狙い

があるのかも知れない。

＜年度別の最多解答と最少解答のギャップ＞

次に年度ごとに最も解答が多かった選択肢と、最も解答

が少なかった選択肢の割合の差（ギャップ）を教科ごとに検

証した。一例として 2019年度の英語リーディングは 36

問のうち、最も解答が多かったのは Cの 11問（30.5%）、最

も少なかったのは Bの7問（19.4%）で、あった。この場合の

「趨コたら CJ

く「Cが多いJは都市伝説？＞

ICU入試に関する都市伝説のーっとして、選択肢 Cが

解答である問題が多いので「もし答えが分からなければ C

を選べJということがまことしやかにささやかれてきた（ら

しし、）。今回は ICU入試ではどの選択肢が解答として多い

のかを検証してみたい。

＜検証方法＞

ICUは他の大学と 同じく、入試問題の解答を公開してい

ないので、今回は筆者の運営する ICU入試情報サイト、

「BUCHO.NETJのオンラインレクチャーの過去 20年分

の解答例（2000年度～2019年度）を使用した。教科は英語

リーディング、英語リスニング、人文・社会科学（2014年

度まで人文科学）を検証した。自然科学は筆記問題を含むた

め、また総合教養（リベラノレアーツ学習適正）は昨年度まで

問題が非公開であったため、今回は検証を行っていない。

く科目別検証結果〉

－英語リーディング

検証

25.0% 

20.0% ! 

115.0% 

10.0% 

787 

A I B 1 ~ .. c1' ！~＂ 
解答数｜ 196 ¥ 198 jf反凶
割合 I 24.9% I 25.2% ＼！仮 初I23.5% 

英語リーディングは 2000年から 2019年の聞に計 787問

出題されており、最も多かったのは選択肢 C(26.4%）で、

最も少なかったのは D包3.5%）でであった。

－英語リスニング
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図 1でみられるように、概ねどの教科も 5%から 15%程

度のギャップで推移している様子がうかがえる。過去 20

年間の年度別のギャップを平均すると、英語リーディング

が約 11%、英語リスニングが約 9%、人文・社会科学が約

10%であった。つまり 、各教科とも特定の選択肢に解答が

偏らないように一定の配慮がなされている様子が覗える。

一方で、まれに 20%を超えるギャップも計測されているの

で、プログラム等を用いて各選択肢が均等になるように作

間している訳ではないと考えられる。

*ICU OBの筆者が運営する ICU入試情報サイト、

「BUCHO.NETJでは、 ICU合格体験記を募集しており

ます（執筆者にはギフトカードを贈呈中！） (BUCHO] 

1 (https：／町CHO.NET】（「ICUBUCHOJで検索！）
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人文・社会科学は過去 20年間で3教科のうち最も多い803

閉が出題されており、解答として最も多かった選択肢は

C(26.3%）、最も少なかったのはA(23.9%）であった。

く検証結果の考察＞

まず目を引くのは、英語リーディングと人文・社会科学

では選択肢 Cの解答が最も多かった事だ。出題者心理とし

て、受験者が容易に答えを発見できないよう、 A,B,C,Dの

中では、後半かつ中程の選択肢である Cを解答にしたいと

最多解答と最少解答のギャップは 30.5%-19.4%=11.1% 

となる。このように年度別に最多解答と最少解答のギャッ

プを教科ごとに集計したのが以下の図 1である。

図1最多解答と最少解答のギャップ
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英語リスニングは過去 20年間で計 714聞が出題されてお

り、最も解答が多かった選択肢は D(26.5%）で、最も少な

かったのはA(23.4%）であった。

－人文・社会科学（2014年度まで人文科学）
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